
神
遊

〔
昼
の
部
〕 

琵
琶
物
語

能 

経
正
（
つ
ね
ま
さ
）

平
経
正
は
琵
琶
の
名
手
で
、
京
都
・
仁
和
寺
の
守
覚
法
親
王
に

少
年
の
こ
ろ
よ
り
寵
愛
さ
れ
て
い
た
が
、
一
の
谷
の
源
平
合
戦
で

討
た
れ
て
し
ま
う
。
親
王
は
彼
に
生
前
預
け
た
こ
と
の
あ
る〝
青

山
〞と
い
う
銘
の
琵
琶
の
名
器
を
仏
前
に
供
え
、
回
向
す
る
よ
う
、

行
慶
僧
都
（
ワ
キ
）
に
命
ず
る
。
行
慶
が
管
弦
講
を
し
て
法
事
を

行
う
と
、
夜
更
け
に
経
正
の
亡
霊
（
シ
テ
）
が
現
れ
、
琵
琶
を
懐

か
し
ん
で
弾
き
夜
遊
の
舞
を
舞
う
が
、
そ
れ
も
つ
か
の
間
、
修
羅

道
で
の
苦
し
み
に
襲
わ
れ
る
自
分
の
姿
を
恥
じ
暗
闇
に
消
え
て
ゆ

く
。
修
羅
能
な
が
ら
も
、
優
雅
な
平
家
の
公
達
ら
し
く
、
死
後

も
過
去
の
芸
術
生
活
を
慕
っ
て
現
れ
る
、
優
美
で
情
緒
深
い
曲
で

あ
る
。

狂
言 

伯
養
（
は
く
よ
う
）

座
頭
の
伯
養
（
ア
ド
）
が
、
近
く
師
匠
が
都
の
「
涼
み
」（
旧
暦
六

月
に
琵
琶
を
は
じ
い
て
行
っ
た
納
涼
法
会
）
に
行
く
が
、
琵
琶
が

壊
れ
て
い
る
の
で
、
良
い
琵
琶
を
持
っ
て
い
る
檀
那
（
ア
ド
）
の
と
こ

ろ
へ
借
り
に
行
く
と
、
そ
こ
へ
勾
當
（
盲
人
の
官
位
／
シ
テ
）
も
琵

琶
を
借
り
に
く
る
。
伯
養
が
先
に
借
り
る
約
束
を
し
た
の
だ
が
、

勾
當
は
官
位
が
高
い
こ
と
を
笠
に
着
て
無
理
に
で
も
借
り
よ
う

と
し
、
喧
嘩
に
な
る
。
主
人
は
困
っ
た
挙
句
、
目
の
見
え
ぬ
二
人

に
相
撲
を
と
ら
せ
る
。

能 

玄
象
（
げ
ん
じ
ょ
う
）

琵
琶
の
名
手
で
あ
る
太
政
大
臣
藤
原
師
長
（
主
ツ
レ
）
は
、
唐
に

渡
っ
て
奥
義
を
究
め
よ
う
と
須
磨
の
浦
ま
で
や
っ
て
来
る
。
一
夜
の

宿
を
借
り
た
塩
屋
の
主
の
望
み
で
師
長
が
一
曲
弾
い
て
い
る
と
村

雨
が
降
っ
て
き
て
、
老
夫
婦
が
板
屋
を
葺
い
て
適
切
に
調
子
を
整

え
る
。
音
曲
に
嗜
み
が
あ
る
者
と
み
て
、
師
長
が
一
曲
所
望
す
る

と
、
翁
（
前
シ
テ
）
は
琵
琶
、
姥
（
前
ツ
レ
）
は
琴
で
、
越
天
楽
を

見
事
に
奏
す
る
。
師
長
は
恥
じ
て
帰
ろ
う
と
す
る
が
、
夫
婦
は
こ

れ
を
ひ
き
と
め
、
自
分
達
は
村
上
天
皇
と
梨
壺
女
御
の
霊
で
、
師

長
の
入
唐
を
止
め
る
た
め
に
現
わ
れ
た
と
言
っ
て
一
旦
姿
を
消
す
。

や
が
て
村
上
天
皇
の
霊
（
後
シ
テ
）
が
神
々
し
く
現
れ
、
龍
神
（
後

ツ
レ
）
に
命
じ
て
竜
宮
に
持
ち
去
ら
れ
た
名
器
・
獅
子
丸
の
琵
琶

を
取
り
寄
せ
、
師
長
に
授
け
る
。
自
ら
も
興
に
乗
じ
て
舞
を
舞

い
、
師
長
は
賜
っ
た
琵
琶
を
携
え
て
帰
洛
す
る
。
登
場
人
物
も
多

く
、
見
ど
こ
ろ
に
あ
ふ
れ
た
爽
快
な
曲
。

〔
夕
方
の
部
〕 

ろ
う
そ
く
能

狂
言 

清
水
（
し
み
ず
）

主
人
（
ア
ド
）
よ
り
、
水
汲
み
を
命
じ
ら
れ
た
太
郎
冠
者
（
シ
テ
）

は
面
倒
な
の
で
、
清
水
で
鬼
に
襲
わ
れ
た
と
言
っ
て
帰
っ
て
く
る
。

主
人
は
太
郎
冠
者
が
置
い
て
き
た
水
桶
を
惜
し
が
り
、
自
ら
清

水
へ
行
く
と
言
い
出
す
。
嘘
が
ば
れ
な
い
よ
う
に
太
郎
冠
者
は
鬼

に
扮
し
て
、
太
郎
冠
者
の
待
遇
改
善
を
要
求
す
る
が
…
。

能 

紅
葉
狩
（
も
み
じ
が
り
）

錦
秋
絢
爛
た
る
信
州
戸
隠
の
山
に
現
わ
れ
、
紅
葉
狩
の
宴
を
す

る
高
貴
な
美
女
た
ち
（
前
シ
テ
・
前
ツ
レ
）。
鹿
狩
り
に
き
た
武
勇

の
誉
れ
高
い
平
維
茂
（
ワ
キ
）
も
、
そ
の
魅
力
に
逆
ら
え
ず
、
誘

わ
れ
る
ま
ま
酒
肴
に
与
か
り
、
い
つ
し
か
酔
っ
て
寝
入
っ
て
し
ま
う
。

し
か
し
、
そ
れ
こ
そ
が
罠
。
八
幡
宮
の
末
社
の
神
（
ア
イ
）
が
維

茂
の
夢
に
現
れ
、
女
は
こ
の
山
の
鬼
だ
と
教
え
る
。
や
が
て
現
わ

れ
た
鬼
女
た
ち
（
後
シ
テ
・
後
ツ
レ
）
に
、
維
茂
は
南
無
八
幡
大

菩
薩
と
祈
念
し
て
格
闘
し
、
つ
い
に
鬼
女
を
退
治
す
る
。
き
ら
び

や
か
な
宴
会
か
ら
死
闘
へ
の
対
照
的
で
巧
み
な
シ
ー
ン
転
換
、「
鬼

揃
」
の
小
書
に
よ
る
大
勢
の
鬼
女
た
ち
の
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
的
な
舞
台

を
、
蝋
燭
の
灯
り
で
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
す
。
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神
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平
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昼
の
部  

琵
琶
物
語	

午
後
1
時
30
分
開
演
／
午
後
12
時
30
分
開
場
（
終
演
予
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午
後
4
時
頃
）

観
世 

喜
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能
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（B）
脇
正
面

夕
方
の
部  

ろ
う
そ
く
能	

午
後
6
時
30
分
開
演
／
午
後
5
時
30
分
開
場
（
終
演
予
定 

午
後
8
時
15
分
頃
）

B
iw

a M
on

ogatari
R

osok
u

n
oh

前
シ
テ（
老
翁
）

後
シ
テ（
村
上
天
皇
の
霊
）

前
シ
テ（
上
臈
）

後
シ
テ（
鬼
人
）

全
席
指
定

〔
昼
の
部
〕

S
正
面
席
1
0
0
0
0
円
／
A
正
面
席
8
5
0
0
円

B
脇
正
面
席
7
0
0
0
円
／
C
中
正
面
席
5
0
0
0
円

〔
夕
方
の
部
〕

S
正
面
席
8
5
0
0
円
／
A
正
面
席
7
0
0
0
円

B
脇
正
面
席
5
0
0
0
円
／
C
中
正
面
席
4
0
0
0
円

※
学
生
券（
席
数
限
定
）

昼
の
部
3
0
0
0
円
・
夕
方
の
部
2
0
0
0
円

※
未
就
学
児
童
入
場
不
可

ご
予
約
開
始
＝
5
月
15
日（
金
）

（clu
b

神
遊
会
員
の
方
は
先
行
予
約
と
会
員
割
引
が
あ
り
ま
す
）

お
問
合
せ
・
お
申
込
み

神
遊
事
務
局 
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第
38
回
公
演

〜
紅
葉
狩
の
宴
会
を
ご
一
緒
に
〜

当
日
は
ロ
ビ
ー
に
て
ヴ
ー
ヴ
・
ク
リ
コ
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ（
ヴ
ー
ヴ
・

ク
リ
コ 

ジ
ャ
パ
ン
）の
販
売
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
未
成
年
お
よ
び
お
車
で
ご
来
場
の
方
に
は
ご
提
供
で
き
ま
せ
ん
。）

せ
い

ざ
ん

か 

げ
ん
こ
う

●地下鉄
　A1出口

神田川

至飯田橋 至お茶の水至神保町

至春日

後楽園

白
山
通
り

宝生能楽堂

●都立工芸高

JR水道橋

東京ドーム


